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問い合わせ　年金・長寿医療グループ（☎85２１３７）

８月１日㈫から高校生世代までの方の入院医療費が、子ども医療費助成の対象となります。
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子ども医療費助成の範囲

・課税世帯の中学生の方
・高校生世代（満18歳に達した日からの最初の３月31日ま
　で）の方
※高校生世代は課税、非課税世帯を問いません。学校に通
　っていない方、就労や婚姻している方も対象となります
　（被扶養者に限ります）。

　入院医療費、指定訪問看護療養費が
助成対象となることから、受給者証は
随時の交付となります。
　８月１日㈫以降、入院などが生じた
際に交付申請手続きをしてください
（退院後であっても申請していただく
と助成を受けることができます）。
※未就学児・小学生・非課税世帯の中
　学生については、これまでと同様に
　年度更新時の交付となります。
※交付申請手続きの際は、
　お子さんの健康保険証
　をお持ちください。

・入院医療費
・指定訪問看護療養費
※医療保険適用外の費用や学校管理下での負傷により災害
　給付金が支給される医療費は対象外です。

新たに対象となる方新たに対象となる方 受給者証の交付申請手続き

助成対象となる医療費助成対象となる医療費
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ぬくもり部会

　登別市市民自治推進委員会は、『自分たちのまちづくりは自分たちで進める』という市
民自治の趣旨を踏まえ、市民がより住みやすく、より良いまちとなるために活動する委員
会です。連合町内会や社会福祉協議会、校長会などの市内の各種団体から選出された方や
公募による市民で運営しています。
　今号では、委員会を構成する６つの部会の令和４年度の活動内容を紹介します。

登別市市民自治推進委員会の活動報告
令和４年度

問い合わせ　市民協働グループ（☎57１０７９）

　今後の活動のため、登別市総合計画第３期基本
計画・第３次実施計画の保健福祉分野の施策を、
市職員から概要の説明を受けたり質疑を行い部会
員が理解を深めました。
　今後は、説明を受けた
施策に関連する私たち市
民が自らできる取り組み
を検討していく予定です。

　令和４年７月30日に開催された登別市総合防災
訓練において、災害時非常持出品の展示や、部会
で作成した防災グッズチェックリストを配布し、
災害への備えに対する意識啓発を行いました。
　また、新たなごみ分別
や令和12年度以降のごみ
処理施設の在り方なども
市職員と意見交換を行い
ました。

　市内の高校生と協力し、登別をＰＲしたり市内
産業や商業の活性化を図るための取り組みを検討
しました。その中でＳＮＳを活用した取り組みを
するため、観光交流センターヌプルや登別温泉街
を訪れて写真や動画の撮
影を行いました。
　今後は、これらを活用
して登別をＰＲする方法
を検討していく予定です。

産業躍動部会
　市役所新庁舎を市民が親しみを持てる庁舎とす
るための取り組みを検討しました。また、市内の
高校生や専門学校生との交流の場を設け、若い世
代の方々から意見を聞くことができました。
　今後は、これらの意見
を参考に、引き続き市民
が親しみを持てる庁舎と
するための取り組みを検
討していく予定です。

都市調和部会

　幼児期から読書に親しむ機会をつくるため、アー
ニス内に毎月絵本コーナー『ブックファームあー
にす』を開設し、市内で活動する読み聞かせ団体
による絵本の読み聞かせや、絵本を自由に読める
空間を提供してきました。
　引き続き多くの子ども
たちに絵本と触れ合う機
会を提供できるよう、さ
まざまな企画を実施して
いく予定です。

育み部会
　市役所跡地の利活用を協議する『登別市中央地
区まちづくり協議会』のワーキンググループに委
員が参加し、部会の意見を伝えてきました。
　今後は、引き続
き市役所跡地の利
活用を検討してい
く予定です。

まちづくり部会
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